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2はじめに

◼ あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（以下「作業部会」とい
う。）の取りまとめにおいて、DRの取り扱いについては、事業者からの提案も踏まえつつ、今後、DRの最大限の活用
のために、同時市場において、どのような仕組みが考えられるか検討を行う必要があるとされていたところ。

◼ また、第3回本検討会（2023年10月23日）において、エナジープールジャパン株式会社より、DRのリソース種別
（生産プロセスDR・自家発代替DR・蓄電池DRに大別）や、事業領域の実態（市場向けDRおよび市場外DR※

の割合）も踏まえた制度設計の重要性、あるいは委員よりDRの難しさを踏まえた上でどうすれば市場向けDRとして
活用しやすいか、市場外DRであっても安定供給とコスト低減に寄与するかの観点が重要との意見等も頂いたところ。

◼ 今回、作業部会での議論や検討会での意見等を踏まえつつ、同時市場においてDRを取り扱うにあたっての論点を
整理したため、ご議論いただきたい。

※ スポット市場・需給調整市場等（将来的に導入されたとしたら同時市場）の市場での取引を行う形態を「市場向けDR」、市場で取引を行わず、
BG内の取引で完結する形態（第3回本検討会資料5においては「経済DR」と記載されていたもの）を「市場外DR」とした。
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5作業部会での議論状況（１／２）

◼ 米PJMでは、DRも火力電源と概ね同様の入札情報が適用されていることも参考に、日本における特殊性や考慮
要素を踏まえて、どのような入札情報とするか検討することとしていた。

出所）第2回あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2022年10月4日）資料4より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_04_00.pdf


6作業部会での議論状況（２／２）

◼ 事業者からは、DRが登録する入札情報やkWh・ΔkW市場での入札に関して提案があり、これらも踏まえ、DRの
最大限の活用のために、同時市場において、どのような仕組みが考えられるか検討を行う必要があるとされている。

出所）第4回あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2023年1月31日）資料4より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/004_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/004_04_00.pdf


7本検討会での議論状況（１／２）

◼ また、第3回本検討会（2023年10月23日）において、エナジープールジャパン株式会社より、DRのリソース種別
（生産プロセスDR・自家発代替DR・蓄電池活用DRに大別）や事業実態（市場向けDR・市場外DRの割合）
も踏まえた制度設計が重要ではないかとの御提案があったところ。

出所）第3回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年10月23日）資料5より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/003_05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/003_05_00.pdf


8本検討会での議論状況（２／２）

◼ これを受け委員からは、DRの難しさを踏まえた上でどうすれば市場向けDRとして活用しやすいか、市場外DRであって
も安定供給とコスト低減に寄与するかの観点が重要との意見等も頂いたところ。

（第3回 同時市場の在り方等に関する検討会 議事録抜粋）

◼ 市村委員

テクノロジーがどんどん発展していくということになっていくと、このDRというのも、ある意味で小規模リソースも含めて、よりフレキシブルに活
用できるといったような側面も出てきて、むしろ、この市場取引というのがやりやすくなる側面もあるのかなと思ったりもするんですけど、そう
いったところの見立てというか、現状のご説明はいただいたところだと思いますが、そういった今後の技術の発展に伴う予見というか、見立て
みたいなところがもしあれば、教えていただければ幸いです。

◼ 五十川委員

個別の点では腑に落ちる点が多く、共通化した費用積算、Three-Partのような、そういったものが難しいという点、予見性の観点から
課題があるといった点はおっしゃるとおりかと思いますし、DRの特性を考慮に入れて、事業者目線を配慮した制度設計を今後行っていく
必要があろうかと思います。 先ほどの議長のコメントともかぶりますが、市場に供出される範囲において、現実的な範囲でしっかり情報開
示ができるような制度になっていけばと思います。

◼ 松村委員

そうはいっても、DRは大きな役割を果たしていると。経済DRが、調整力市場という格好で常に出てこなくても、ある種の調整の役割を
果たしてくれていれば、調整力として調達しなければいけない量が減るはず。したがって大きく影響を与え、安定供給にも資することになる。
調整力の調達の計画も、DRの発展に依存する。だから、自分たちの出せる範囲で積極的に情報を出すつもりだという表明は、これはと
ても大きなことで、同時市場の話に限らず、とてもありがたいことを言っていただいたとも受け止めています。（中略）それでも、私としては、
DRは基本的に調整力市場やkWh市場に直接出てくるのは、かなりの割合のものはすごく難しいとの説明と受け取った、あまり期待しな
いでくださいということなのかと。その意味で残念なプレゼンだった。これを前提とすると、こちらの側の期待は、逆にどう設計すればうまく市場
に入れるのですかということも聞きたかった。これから、細部の設計でそういうものがあるとするならば、またその機会に、こうしてくれないと、そ
もそも僅かにしか入れないのだけれども、全く入れなくなっちゃいますとか、こうしてくれれば、僅かかもしれないけど量が増えますとかということ
がもしあれば、細部の制度設計の局面でもご指摘いただければと思いました。
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10DRの概要（設備形態）

◼ 第3回本検討会資料5（エナジープールジャパン株式会社）を参考にすると、DRのリソース種別としては、下図の
とおり、「生産プロセスDR」・「自家発代替DR」・「蓄電池活用DR」等が存在しており、それらの大宗が電力メーター
（受電点）より需要家側に存在する「Behind-the-meter（BTM）」の設備形態となる。

M

L1

受電点

通常リソース 生産ライン

系統

使用量
1000

生産プロセスDR

使用量
1000
↓
800

メーター値
2000→1800
（200のDR）

M

L1

受電点

通常リソース 自家発設備

系統

使用量
1000

自家発代替DR

発電量
100
↓
300

メーター値
900→700
（200のDR）

M

L1

受電点

通常リソース 蓄電池設備

系統

使用量
1000

蓄電池活用DR

充電量
200
↓
0

メーター値
1200→1000
（200のDR）

生産ライン減産など電気使用量の抑制 自家発出力増による電気使用量の抑制 蓄電池放電増・充電減による電気使用量の抑制



11（参考） DRのリソース種別

出所）第3回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年10月23日）資料5より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/003_05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/003_05_00.pdf


12DRの取引形態（市場向けDR １／２）

◼ DR取引形態としては、市場向けDR（Explicit DR）を通じ、スポット・時間前（kWh）市場価格高騰時に下げ
DR量を売電（または購入量を抑制）することに伴う収益確保、あるいは、スポット・時間前（kWh）市場価格
下落時に購入量を増加（上げDRを実施）することに伴う収益確保といった取引が考えられる。

kWh取引
発電

（限界費用:10円）

小売
（販売費用:10円）

需要家

1000

1000

10×1000

10×1000
−10×200

：電気の流れ
：お金の流れ

スポット・時間前
（kWh）市場

DR事業者

200 200

協力費用
（ネガワット報酬）

12×200
ネガワット調整金

10×200

通常1000の電気から
下げDR200を行い、
800の電気を使用

ネガワット販売収入

ネガワット取引



13（参考） 市場向けDRにおける計画提出

◼ ネガワット（DR）事業者は「調達計画」「販売計画」以外に、「ベースライン（DRを実施しなかった場合を想定した
需要家の需要推計値）」および「需要抑制計画（ベースラインからの需要抑制量の計画値）」を提出する。

出所）ネガワット取引（直接協議スキーム）に関する説明会（2022年10月）より抜粋
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2016/files/negawatt_setsumeikaisiryou_202210.pdf

https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2016/files/negawatt_setsumeikaisiryou_202210.pdf


14DRの取引形態（市場向けDR ２／２）

◼ また、DRについては現状において需給調整市場（調整力ΔkW市場）に参加することができ、同時市場においても、
調整力（ΔkW）を供出することに伴う収益確保が考えられる。

◼ 上記は、発動（指令）時には、より確実な応動が求められるといった特徴を有する。

ΔkW取引

出所）取引ガイド（全商品）（第2版）（2023年8月1日）をもとに作成・一部加工
https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/guide_230801.pdf

https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/guide_230801.pdf


15DRの取引形態（市場外DR）

◼ 次に、DR取引形態における市場外DR（Implicit DR）としては、例えば、前日取引（kWhバランス策定）後、
需要上振れ時の下げDR、または需要下振れ時の上げDR等、Balancing Group（BG）内でクローズするような
インバランスリスク回避（同時同量達成）のための取引形態が考えられる。

M

L1 L2

受電点

通常リソース DRリソース

系統

＜前日取引後（DR前）＞

需要調達計画

需要計画

小売 2000

調達計画

発電 2000

使用量
1000

使用量
1000

M

L1 L2

受電点

通常リソース DRリソース

系統

＜GC時点（DR後）＞

需要調達計画

需要計画

小売 2000

調達計画

発電 2000

使用量
1000
↓
800

使用量
1000
↓
1200

発電
事業者

小売電気
事業者

需要家

電力
1000
→800

電力
1000
→800

卸電力料金
10円×1000
→10円×800

小売料金
12円×1000
→12円×800

インバランスリスク
回避のための調整

通常リソースの
需要上振れ
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17同時市場におけるDRの取扱いパターン

◼ 前述のDRの概要・取引形態を踏まえると、同時市場におけるDRの取扱いパターンとしては、下表のような4パターン
（a.～d.）に分類されると考えられるか。

◼ これらのパターンを念頭に、次章以降において論点の整理・検討を行った。

DRの取引形態 同時市場におけるDRの取扱いパターン

市場向けDR
（Explicit DR）

kWh取引
ΔkW取引

a. kWh市場・ΔkW市場の両方に供出する

b. ΔkW市場に供出するが、kWh市場には供出しない

c. kWh市場に供出するが、ΔkW市場には供出しない

市場外DR
（Implicit DR）

インバランス調整
（同時同量達成）

d. Balancing Group（BG）内でクローズする取引形態

制御（調整）
の難易度＿

難

易
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19同時市場でのDRの取扱いにおける論点

◼ 作業部会での事業者からの提案内容等も踏まえ、DRの取引形態（市場向けDR・市場外DR）毎に論点整理し、
次ページ以降で具体的な検討を行った。

DRの取引形態 項目 論点

市場向けDR
（Explicit DR）

kWh取引
ΔkW取引

入札情報
【論点①-1】 DRのkWh市場への入札情報は何が必要か
【論点①-2】 DRのΔkW市場への入札情報は何が必要か
【論点①-3】 kWh市場かΔkW市場か入札指定可能な仕組みとするか

価格規律 【論点②】 DRにプライスベースでの入札を認めるか

入札の扱い 【論点③】 下げDR・上げDRの買い入札・売り入札の扱い

その他
【論点④】 同時市場におけるベースラインはどのように設定するか
【論点⑤】 同時市場においてアグリゲーションをどのように扱うか

市場外DR
（Implicit DR）

インバランス調整
（同時同量達成）

把握の
必要性

【論点⑥】 TSOから把握できないDRをどのように扱うか



20【論点①-1】 DRのkWh市場への入札情報（売り入札）

◼ DRを売り入札する場合について、作業部会において、事業者からはDRには起動費情報がないことや最低出力費用
は限界費用カーブの最低出力の点で表現できることから、増分燃料費のみを登録することが提案されている。

◼ この点、米PJMでは、最低出力費用に相当する項目はないが、DRの固定費用を登録できるように起動費に相当
する項目（Shutdown Cost）が存在し、提出されない場合には自動的に0として扱われている。

◼ 起動費等の項目を削除すると、削除した項目を入札したいニーズがあった場合に応えられなくなるため、入札情報は
発電機と同等の項目は残しつつ、提出されない項目は自動的に無効とする（0として扱う）等の実務負担を軽減
する工夫をしていく方向性も考えられるのではないか。

出所）第2回あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2022年10月4日）資料4をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_04_00.pdf


21【論点①-1】 DRのkWh市場への入札情報（買い入札）

◼ 逆に、DRを買い入札する場合については、米PJMにおいても、価格に関係なく量のみを入札する方法（固定需要
Bid）だけでなく、価格と量を入札する方法（価格変動需要Bid）の両方が用意されており、日本でも同様に2つの
入札方法を可能とする方向性が考えられるのではないか。

出所）第2回あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2022年10月4日）参考資料5より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_s05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_s05_00.pdf


22【論点①-2】 DRのΔkW市場への入札情報

◼ ΔkW市場への入札情報について、米PJMのΔkW市場（アンシラリーサービス市場）における入札情報は、過去の
調査では容量や価格が含まれることがわかっているが、DRも含め、同様の入札方法で良いかは各検証や追加調査
の結果等を踏まえて、議論していくこととしたい。

出所）第2回あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2022年10月4日）参考資料5をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_s05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_s05_00.pdf


23【論点①-3】 kWh市場あるいはΔkW市場への入札を指定する仕組み

◼ 作業部会において、事業者からは、約定規模により対象顧客範囲が変化し、DRアナウンスが困難となることから、
kWh市場での入札か、ΔkW市場での入札かを指定できる仕組みが必要との提案をいただいていたところ。

◼ この点、米PJMでは、kWh市場・ΔkW市場における発電可能量が入札情報の項目にあり、事業者の制約を入札
情報に反映できるようになっており、日本においても同様とすることが考えられるのではないか。

出所）第2回あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2022年10月4日）参考資料5をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_s05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_s05_00.pdf


24【論点②】 DRのプライスベースでの入札を認めるか

◼ 作業部会において、事業者からは、DRの育成のため、コストベースでなくプライスベースでの入札を認めてはどうかと
提案されている。

◼ この点、作業部会の取りまとめにおいて、現行の「適正な電力取引についての指針（適取ガイドライン）」の、スポット
市場への入札に関連する規定等も踏まえて検討が必要とされていた。

◼ なお、適取ガイドラインで、スポット市場の売り入札は、全量を限界費用で市場供出することが望ましいとされているが、
これはシングルプライスで、プライスメーカーが存在しない状況を前提とすれば、プライステイカーが利益及び約定機会を
最大化する経済合理的な行動と考えられるためである。

◼ 今後、検証Bの結果等も踏まえて、kWh・ΔkW価格決定のメカニズムについて、詳細を議論することになるため、その
結果も踏まえつつ、DRの価格規律についても議論していくこととしたい。

出所） 「あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会」取りまとめをもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/20230425_1.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/20230425_1.pdf


25【論点③】 下げDR・上げDRの買い入札・売り入札の扱い

◼ DR事業者の行動を具体化するため、どのような入札を行うかという観点から検討を行った。

◼ 下げDRはもともと調達予定の需要の一部を減らす行為であり、入札の考え方として、以下の2つが考えられる。
Ⅰ.一定価格以上であれば、下げDR量を売る
Ⅱ.一定価格以上であれば、下げDR量の分は買わない

◼ 他方、上げDRは、調達予定の需要に加えて、需要を増やす行為であり、基本的には上げDR量を売る（マイナス量
の売り入札として扱う）という概念は考えづらいため、入札の考え方としては以下のように考えるのが自然か。
Ⅲ.一定価格以下であれば、上げDR量を買う

調達予定
の需要

【下げDR】 【上げDR】

入札の考え方
Ⅰ. 30円以上であれば、売る
Ⅱ. 30円以上であれば、買わない

下げDR量

調達予定
の需要

入札の考え方
Ⅲ.10円以下であれば、買う

上げDR量



26【論点③】 入札の考え方Ⅰにおける買い入札・売り入札の扱い

◼ 入札の考え方Ⅰ（一定価格以上であれば、下げDR量を売る）では、下げDR分も含め調達予定の需要の全てを、
どんな価格でも買い（量のみ買い入札）、下げDR分は量と価格の両方を売り入札することとなる。

◼ すなわち入札の考え方Ⅰでは、調達する予定の需要は需要曲線（価格弾力性のない領域）、下げDR分は供給
曲線として扱うことになると考えられる。

調達予定
の需要

30円以上であれば、売る

下げDR量

どんな価格
でも買う

供給量

kWh価格
50円

セルフ

価格弾力性で
抑制される負荷

下げDR



27【論点③】 入札の考え方Ⅱにおける買い入札・売り入札の扱い

◼ 入札の考え方Ⅱ（一定価格以上であれば、下げDR量の分は買わない）では、調達予定需要から下げDR分を
除いた量は、どんな価格でも買うこと（量のみ買い入札）となり、需要曲線の価格弾力性のない領域で扱われる。

◼ 他方で、下げDR量の分は、量と価格の両方を買い入札することとなり、需要曲線の価格弾力性のある領域として、
扱うことになると考えられる。

調達予定
の需要

30円以上であれば、買わない

下げDR量

どんな価格でも買う

供給量

kWh価格
50円

セルフ

価格弾力性で
抑制される負荷

下げDR



28【論点③】 入札の考え方Ⅲにおける買い入札・売り入札の扱い

◼ 最後に、入札の考え方Ⅲ（一定価格以下であれば、上げDR量を買う）では、調達予定の需要は、どんな価格でも
買うこと（量のみ買い入札）となり、上げDR分については量と価格の両方を買い入札することとなる。

◼ そのため、入札の考え方Ⅱと同じく、調達予定の需要は需要曲線の価格弾力のない領域、上げDR分は需要曲線
の価格弾力のある領域で扱うことになると考えられる。

10円以下であれば、買う

どんな価格でも買う

供給量

kWh価格
8円

セルフ

価格弾力性で
抑制される負荷

上げDR

上げDR量

調達予定
の需要



29【論点③】 下げDR・上げDRの買い入札・売り入札の扱い（まとめ）

◼ 下げDR・上げDRの入札のパターンを整理すると、下図のように、DRを供給曲線で扱う方法、ならびに需要曲線で
扱う方法の2通りが考えられる。
（供給曲線で扱う場合には、売り入札されたDR量を、需要計画から区分する仕組みが必要）

◼ 上記を踏まえ、DRを供給曲線で扱うか、需要曲線で扱うかについては、引き続き検討を深めるとともに、電源起動・
出力配分ロジックにおけるDRの取り扱いについても検討を行いたい。

供給量

kWh価格

セルフ

価格弾力性で
抑制される負荷

DR

【DRを需要曲線で扱う方法】【DRを供給曲線で扱う方法】

供給量

kWh価格

セルフ

価格弾力性で
抑制される負荷

DR

入札の考え方
Ⅱ.一定価格以上であれば、下げDR量の分は買わない
Ⅲ.一定価格以下であれば、上げDR量を買う

入札の考え方
Ⅰ.一定価格以上であれば、下げDR量を売る



30【論点④】 DRのベースラインについて（現状日本および米PJM）

◼ 現状の日本においては、卸（kWh）取引時は統計的手法（high 4 of 5）、調整力（ΔkW）取引時は直前
計測型・事前予測型等といった異なるベースラインを使っている。

◼ 米PJMにおいても、kWhは統計的手法（標準ではhigh X of Y）、ΔkW（Reserve）は直前計測型（電源
脱落発生時の前後1分間の需要実績のうち大きい方）と異なるベースラインを使っている。

◼ これは、kWhは平常時からのエネルギー削減量がDR量になるのに対し、ΔkWは応動変化幅がDR量となることから、
その性質の違いのために、異なるベースラインが使われているものと考えられる。

出所）第9回制度設計ワーキンググループ（2014年10月30日）資料5-5をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/kihon_seisaku/denryoku_system/seido_sekkei/pdf/009_05_05.pdf

出所）第9回ERAB検討会（2019年3月19日）資料7より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/energy_resource/pdf/009_07_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/kihon_seisaku/denryoku_system/seido_sekkei/pdf/009_05_05.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/energy_resource/pdf/009_07_00.pdf


31【論点④】 DRのベースラインについて（同時市場）

◼ 前述の現行整理も踏まえ、同時市場におけるDRのベースラインの在り方を検討する。

◼ 現状整理に合わせて、kWhとΔkWでベースラインを分けることを前提とすると、片方の市場にしか供出しない取扱い
パターンb.とパターンc.は特に問題とならないか。

◼ 他方、取扱いパターンa.において、kWh市場とΔkW市場の両方に約定した場合、ベースラインが異なる状況では、
アセスメントが出来ない等の課題が生じてしまう。

◼ このため、取扱いパターンb.とパターンc.のみ認める方向性、あるいはベースラインを統一することで取扱いパターンa.も
認める方向性が考えられるが、海外事例等も参考に、引き続きDRのベースラインの在り方について検討していく。

kWhとΔkWでベースラインが
異なっていても問題ないか

kWhとΔkWでベースラインの
統一が必要となるか

DRの取引形態 同時市場におけるDRの取扱いパターン

市場向けDR
（Explicit DR）

kWh取引
ΔkW取引

a. kWh市場・ΔkW市場の両方に供出する

b. ΔkW市場に供出するが、kWh市場には供出しない

c. kWh市場に供出するが、ΔkW市場には供出しない



32（参考） ベースラインが異なることによる課題

◼ DRのkWh市場におけるベースラインがhigh 4 of 5、ΔkW市場におけるベースラインが直前計測型（または事前
予測型）と異なっている場合、両市場に供出された場合、どちらか一方の応動評価が正確にできない。

需要

ベースライン
（直前計測）

（b）ΔkW市場にのみ供出

ベースライン
（high 4 of 5）

1コマ

需要

（c）kWh市場にのみ供出

1コマ

需要抑制計画
（破線）

需要抑制実績
（kWh）

ΔkW

調整実績
（ΔkWh）

需要

直前計測

（a）ΔkW市場・kWh市場両方に供出

high 4 of 5

1コマ

上記の例（ 「high 4 of 5」 ＞ 「直前計測」 ）の場合、
仮に事業者がΔkWのベースライン（直前計測）を基準に
需要抑制計画とΔkWの調整指令に応じた場合、kWhの
ベースライン（high 4 of 5）とΔkWのベースライン（直前
計測）の差のkWhは過剰抑制（余剰）と評価される。
逆に事業者がkWhのベースライン（high 4 of 5）を基準
に応動した場合は、調整力の応動不足と評価される。

ΔkW

調整実績

需要抑制計画

需要抑制実績



33【論点⑤】 DRのアグリゲーションについて（現状日本）

◼ 現状の日本において、JEPXの最低入札量は0.1MWに対し、需給調整市場の最低入札量は、簡易指令システム
により二次②～三次②に参入する際には1MWとなっている。

◼ 小規模なDRリソースについては、アグリゲーションすることにより、各市場の最低入札量を満たして参入しているところ。

出所）日本卸電力取引所 取引ガイドをもとに作成・一部加工
https://www.jepx.jp/electricpower/outline/pdf/Guide_2.00.pdf?timestamp=1702353743314

出所）第53回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2023年10月5日）資料3をもとに作成・一部加工
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_53_03.pdf

https://www.jepx.jp/electricpower/outline/pdf/Guide_2.00.pdf?timestamp=1702353743314
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2023/files/chousei_sagyokai_53_03.pdf


34【論点⑤】 DRのアグリゲーションについて（米PJM）

◼ 米PJMにおいても、dispatch groupという形で、アグリゲーションでの参入が認められているが、kWh市場については
同一価格エリア内での入札単位の組成や、ΔkW市場（アンシラリーサービス市場）ではdispatch groupが原則
認められていないなどの要件が存在している。

◼ これは系統混雑時の混雑管理の計算量が増大するのを防ぐためであり、FERCにおいても混雑管理の実効を重視し、
米PJMの考え方を認めている。

出所）PJM Manual 11: Energy & Ancillary Services Market Operations Revision: 126（2023年3月31日） をもとに作成・一部加工
https://www.jepx.jp/electricpower/outline/pdf/Guide_2.00.pdf?timestamp=1702353743314

出所）電力中央研究所報告SE22004「米国におけるDERの活用拡大に向けた卸電力市場の制度設計の課題―PJMのOrder 2222への対応に関する考察―」（2023年4月）をもとに作成・一部加工
https://criepi.denken.or.jp/hokokusho/pb/reportDetail?reportNoUkCode=SE22004

https://www.jepx.jp/electricpower/outline/pdf/Guide_2.00.pdf?timestamp=1702353743314
https://criepi.denken.or.jp/hokokusho/pb/reportDetail?reportNoUkCode=SE22004


35【論点⑤】 DRのアグリゲーションについて（同時市場）

◼ 他方で、米PJMの最低入札量はkWh・ΔkWともに0.1MWと小さく設定されており、このことによって、小規模なDR
リソースでも参入しやすくなっており、アグリゲーションの必要性が小さくなっているとも考えられる。

◼ 同時市場においてDRのアグリゲーションをどのように扱うか（どこまで認めるか）については、海外事例等も踏まえて、
最低入札量の在り方とも合わせて、引き続き検討を行っていく。

出所）第7回電力基本政策小委員会（2016年7月1日）をもとに作成・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_kihon/pdf/007_05_01.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_kihon/pdf/007_05_01.pdf


36目次

１．議論状況の振り返り

２．DRの概要と取引形態について

３．同時市場でのDRの取扱いについて

ー１．市場向けDR（Explicit DR）

ー２．市場外DR（Implicit DR）



37

DRの取引形態 項目 論点

市場向けDR
（Explicit DR）

kWh取引
ΔkW取引

入札情報
【論点①-1】 DRのkWh市場への入札情報は何が必要か
【論点①-2】 DRのΔkW市場への入札情報は何が必要か
【論点①-3】 kWh市場かΔkW市場か入札指定可能な仕組みとするか

価格規律 【論点②】 DRにプライスベースでの入札を認めるか

入札の扱い 【論点③】 下げDR・上げDRの買い入札・売り入札の扱い

その他
【論点④】 同時市場におけるベースラインはどのように設定するか
【論点⑤】 同時市場においてアグリゲーションをどのように扱うか

市場外DR
（Implicit DR）

インバランス調整
（同時同量達成）

把握の
必要性

【論点⑥】 TSOから把握できないDRをどのように扱うか

同時市場でのDRの取扱いにおける論点

◼ 作業部会での事業者からの提案内容等も踏まえ、DRの取引形態（市場向けDR・市場外DR）毎に論点整理し、
次ページ以降で具体的な検討を行った。



38【論点⑥】 TSOから把握できないDRの扱い

◼ インバランスリスク回避（同時同量達成）のための取引については、Balancing Group（BG）内で完結すること
から、kWh市場やΔkW市場に供出されず、TSOはDR量を直接的には把握できないこととなる。

◼ この点、DRリソースの大宗を占めるBehind-the-meter（BTM）の設備は小規模かつ膨大であり、全量について
電源起動・出力配分ロジックで扱うことは非現実的だと考えられる。

◼ また、第3回本検討会資料5（エナジープールジャパン株式会社）によると、実態として、市場向けDR（Explicit 
DR）はリクワイアメント・アセスメントのハードルが高く、それらをマストとすると、却ってDRの阻害に繋がる（需要家が
契約してくれなくなる）可能性も考えられ、これを踏まえると市場外DR（Implicit DR）も認めることがDRリソース
の有効活用や発展にも資するのではないか。

◼ 一方、DRについては、市場向けDRとしての活用を期待する声もあることから、それらについては、DR事業者の実務を
踏まえつつ、市場取引しやすい環境整備（電源起動・出力配分ロジック等の検討を通じた入札情報の整理や価格
規律の検討等）により、市場供出を促していくといった方向性が考えられるのではないか。

◼ また、需給運用に影響を与えるような需給ひっ迫時等においては、（市場供出という形でなくとも）発動予定量等の
情報把握は大切と考えられることから、情報共有の在り方について今後しっかり検討していきたい。



39（参考） TSO想定需要の正確性

◼ 同時市場においては、安定的な電源運用の観点から、TSO想定需要を基準とすることが合理的とされている。
（TSO想定需要の方が、小売（BG）想定需要に比べ、正確性・精度が高いため）

◼ そのため、特に需給ひっ迫時等においては、TSO想定需要の精度を高める工夫が重要になってくる。

出所）第2回 あるべき卸電力市場、需給調整市場及び需給運用の実現に向けた実務検討作業部会（2022年10月4日）資料4より抜粋
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/oroshi_jukyu_kento/pdf/002_04_00.pdf


40（参考） DR事業の実態（Explicit DRとImplicit DR）

出所）第3回同時市場の在り方等に関する検討会（2023年10月23日）資料5より抜粋・一部加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/003_05_00.pdf

◼ DR事業の実態として、市場向けDR（Explicit DR）に対応できるリソースは限定的（リクワイアメント・アセスメント
を達成し得る蓋然性が低い）であるものの、発動予定量の開示（安定供給への貢献）等は提案頂いたところ。

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/doji_shijo_kento/pdf/003_05_00.pdf
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